
令和５年度
檜山管内教育推進の重点
～学校教育のさらなる充実に向けて～

「子どもを主役に、子どもを主語に」を合言葉に

【新たな時代に対応できる資質・能力を育む】
・持続可能な社会の創り手として必要となる資質・能力の育成や教育課程を軸に教育の質的向
上を図るための組織的・計画的なカリキュラム・マネジメントの推進
・ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図るためのＩＣＴ機器の効率的・
効果的な活用

「つなげる、つながる」を合言葉に

【学びをつなぐ】
・継続的かつ体系的な教育活動を行うための学校種間の円滑な接続の強化
・子どもの人間関係や経験を広げるための学校相互の連携や交流の推進

【進化に向けて連携する】
・キャリアステージや課題等に応じ、教職員が資質・能力を互いに高め合うための校内及び他
校との合同研修・交流機会の充実
・子どもに対して効果的な教育活動を行うための組織一丸となった働き方改革の推進

【地域と一体となって学びを支える】
・地域全体で子どもの学びや成長を支えるためのコミュニティ・スクール等を活用した学校と
地域のパートナーシップの構築
・子どもの地域への愛着と誇りを育むための地域人材との連携や教育資源の活用

「居心地のいい学校、居場所となる学校」を合言葉に

【子どもが安心して学べる学校をつくる】
・自己肯定感と他者への思いやりの心を育むための個性を尊重して成長を促す教育活動の推進
・いじめや不登校の未然防止及び早期発見、早期対応のための組織的な取組の推進

【子どもの学びの場の充実を図る】
・不登校の児童生徒や特別な支援を必要とする児童生徒のための多様な学びの場の充実
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